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このニュースは中央団体と県連絡会に送付しています。地域連絡会・加盟組織に送って下さい。

「増税反対、減税実現」へ１６万２千の署名を提出、議員要請も
＜中央各界連＞
　各界連は２月25日、「消費税増税反対、食料品非課税をはじめくらしにかかる消費税を減税すること」の請願署名提出と国会要請行動をおこない、12団体21人が参加しました。署名は16万２千人分を提出しました。全商連の西村副会長は「民主政権は金の問題で支持率が下がるなか、消費税増税論議を前倒しさせる方向。対立を持ち込むやり方を許さず、消費税増税と庶民増税を一体で阻止しよう」と主催者あいさつ。日本共産党の大門実紀史参院議員が「民主党は年金、医療問題でも必ず消費税増税と結びついている。参院選では、消費税を上げるかわり、社会保障の新しい制度を提案するかもしれない。あと５カ月の論戦とたたかいで、内需主導の経済政策、逆進性の問題、2つの聖域、世界的な政策の流れなども示して、増税論を徹底的に打ち破っていこう」と国会報告しました。４万５千人分の署名を結集した生協労連の桑田冨夫委員長は「ひどい消費不況のなか、業界団体も消費税増税計画に怒っている。春闘で中小企業の底上げと賃上げを要求し、さらに店頭での署名も奮闘する」と発言。東京土建の奈良統一常任中央執行委員は「建設不況から申告相談件数が昨年の４割減っている支部もある。増税許さないと昨年、２６６駅頭、38商店街で行動し、のべ５５００人が参加。11月以降で４万3千人分の署名を結集した。参院選では世論の力で消費税増税勢力に審判を下したい」と決意。消費税をなくす愛知の会事務局長の近藤忠義さんは「元気な愛知といわれてきたが、4万2千人を超える派遣切りがやられた。単価切り下げ、仕事縮小など地域経済は大変、消団連、なくす会、各界連の3者が一体で運動を強める」と話しました。参加者はその後組に分かれて議員要請をおこないました。
◎増税議論の前倒しに怒り、サラリーマンらが署名
＜２月の定例宣伝＞
　各界連は1月24日、新宿西口で定例宣伝をおこない、８団体16人が参加しました。弁士として、全商連副会長の西村冨佐多さん、年金者組合中央執行委員の久昌以明さん、日本共産党中央委員会国民運動部員の堤文俊さん、新日本婦人の会中央委員の上野美知代さん、全国保険医団体連合会事務局員の田村秀樹さん、消費税をなくす全国の会事務局長の梅村早江子さんが参加。各弁士は、鳩山内閣の閣僚が消費税増税論議を前倒しですすめようとしていることを批判し、「庶民増税をやめさせ暮らしを守る税制に」「大企業・大資産家優遇の税制の是正を」「大企業の内部留保を還元させよう」「医療改悪を元に戻せ」「消費税は欠陥税制、あるべき税制の再構築を」などと訴えました。

仕事で移動中の30代と40代のサラリーマンの男性２人は、「４年間は上げないと約束したのに、今年の３月から議論を始めるのは許せない」と声をそろえて署名。20代の男性は「庶民減税に賛成。どうすれば実現できるのか財源などを研究してみたい」とペンをとりました。
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＜各地の行動＞

★民主政権の増税路線に危機感＜大阪・泉南＞　大阪の大増税反対泉南地域連絡会は、２月の定例宣伝を16、17、19日に実施。泉南市スーパー「ラ・ムー」前では９人が参加し署名65人分、岬町スーパー「オークワ」前では４人で32名分、阪南市スーパー「マンダイ」前では15人の参加で１１３人分の署名が寄せられました。菅直人財務相の増税前倒しの発言に対する国民的な批判が高まる中で、「今こそ、消費税増税反対の声を大きくしましょう」「大企業・大資産家に応分の負担を」「せめて食料品は非課税に、暮らしにかかわる消費税は減税しましょう」と元気に訴えました。民主党連立政権の消費税増税路線を感じてか、すすんで署名に応じてくれた人が、いつもより多かったように思います。

★増税容認といった人も「食料品非課税」に賛同＜京都＞　京都各界連は2月25日、京田辺市のスーパー山田屋前で行動。マイクで訴え、ティッシュ付チラシを２００枚配りました。しおがい建夫京田辺市議や加藤建夫消費税をなくす京都の会代表世話人が「政府は子ども手当と引き換えに扶養控除を廃止し、消費税増税の準備を始めようとしています」「消費税を減税することで経済の立て直しをすることができます。消費税の増税に反対し、生活費にかかる消費税は非課税にするように声を上げましょう」と訴え、署名を呼びかけました。買い物の男性は「私は後期高齢者。後期高齢者医療も消費税も困る、なくしてほしい」と話していました。また、通りかかった女性は初め「消費税の増税は必要」と言っていましたが、「食料品など生活必需品にかかる消費税は、収入の低い人ほど負担が大きく、不公平な税金である」などを説明すると、「食料品は非課税にしてほしいね」と話していました。
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